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V要 旨

説 一切有部の論客、 衆賢の著したr ill賢 正理論』と 『顕宗論Jは、 前者が 『倶舎論』の有部批判

に 対する反駁書、 後 者が有部正統説を顕示した書として知られる。 両書とも 『倶舎論』の本墳を

用いた 注釈書の体裁 を 取り ながらも 『顕宗論Jの本墳には 一部に改変が見られる。 そのこ とに関

しては 古くに指摘されていたが、 未だに全貌 が解明されているとは言いがたい。 本稿は『顕宗論』

でなされた改須のすべての事例を提示して検討を加え、 衆賢の意図を明らかにする試論である。

1 . 問題の所在

1. 1. r順正理論Jと『顕宗論』

5世紀頃に 活躍した説一切 有部 の論客、 衆賢CS angha bhadr a)は 『 阿毘達磨順正理論』

( * Nyãyãnusãra、 以下r ill買正理論.1 )と 『阿毘達磨蔵顕宗論.1 ( * Samayapradïpika、 以下 『顕宗

論J)二論書の 作者として知られ、 両者はし、ずれも玄英の手による漢訳が現存するのみである。

周知のように衆賢は世親(Yasu ba ndhu)が著した『 阿毘達磨倶舎論.1 (Abhidharmako却bhã$ya、

以下党文= A KBh、 玄英訳=r 倶舎論.1 )にしばしば有部教義を批判する解釈が見られるこ とに

対抗して、 二 論を 作 ったと 伝え ら れるυ 。f ill買正理論』は玄笑 訳で80巻からなる大 作で、 多くの

部分を 『倶舎論j への反駁 に 費やしている。 こ れに 対して宗義を中心に 40巻ほどにまとめたも

のが 『顕宗論j であり、 多くの記述がr ill貢正理論』と 呼応している21。

従来の衆賢研究ではr ill貢正理論』に注目が 集まりがちであったが、『顕宗論Jに関してはかつ

て機部建 の研究ノート、 およ びア ピダルマ研究所から発信さ れた一連 の論考が特筆さ れる。 い

ずれも 『倶舎論』の本領がrJil買正理論』では ほぼ踏襲さ れているのに 対し、 『顕宗論』では 一部
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の本墳が改変されていることを指摘するものである31。 残念なことに、 これらの先駆的な業績は

部分的もしくは未完のまま終わり、 その全容が十分論じ尽きれたとは言いがたい。 しかもその

後 40年近くなる現在もこの問題に関して未だに手付かずの状態で放置されている。 本稿はこの

『顕宗論』の本領改変のすべての事例を提示し、 その全容解明を目的とする。 時期を逸した感は

あるが、 これら先行研究の提言に対して筆者なりに応えるものである。

ところでWJI慎正理論jにはない『顕宗論』の大きな特色の一つは、 独自の帰敬墳と総結頒を

備えることであるヘ本論の冒頭と末尾に詩煩をしたためて、 著述の意図を明確に表明している

のである。 そのうち帰敬墳で衆賢は次のように述べている。

一切法に遍満する諸存在の、 極めて知り難い自相と共相を独り誤りなく悟りえた、 かの一

切智者にここに敬礼する。 私は道理に従って広く語り、 異説を打ち破り本義を顕示しよう。

もし経主の言葉が道理と聖 教に準ずるなら、 それを依用して述べ非を追及しない。 少しで

もア ビダルマの目的と経に背反するなら、 徹底的に吟味して必ず排除する。 すでにrJil買正

理論』という論を説きおえた。 思索を求める者が学べるようにと。〔ただ〕文言が広範囲に

波及して見い出し難く、 少々の労力では理解できるものではなくなった。 その膨大な文を

採用しつつ理解しやすくするために『顕宗論Jという略論を造るのである。 かの本墳を用

いて基準としてDI買正理論』 中の広大な決択を要約し、 かの〔本領〕の謬言を糾して正釈

を述べ、 この〔有部の)真の宗義を顕示するcr顕宗論.1 777a08-17)。

ここで衆賢が一切智者 たる仏陀への敬礼に託して表明している事柄は明解で、ある。 すなわち

『倶舎論』に表明された世親の独自の解釈に不満を持った衆賢がrJ11貢正理論』を著してこれを非

難・是正し、『顕宗論Jによって有部の正統 教義を 顕示したということである。 まさに「宗

( * sam aya)を顕わすもの( * p r adïpik a)Jという名称のいわれを語っているようにみえる。

特に注目すべきは、 最後のー墳で『倶舎論』の本領( k ã rik ã )を宗義にもとづいて是正する

と明言していることである。 実際に『顕宗論』の本煩を『倶舎論』のそれと比較してみると、

この帰敬墳の言葉通り、 DI買正理論』がおよそ600墳にわたる『倶舎論J本煩をほぼそのまま踏

襲 しているのに対して、『顕宗論』では本墳の一部に明らかな改変が見られる。 管見によればそ

の改変箇所は 29箇所に及んでいるヘ上述の先行研究で解明されたのはその一部である。 本稿で

はすべての改領例を考察対象とする。

1. 2. 本頒の取扱い

本論の議論に入る前に、 現存する本領資料について確認しておきたい。『倶舎論』の場合は周

知のように党文、 チベット訳、 漢訳の資料が揃っているが、 本領に関しては諸本間でいくつか

の相違点が見られ、 それ自体検討が必要な未解決の問題を含んで、いる61。 ここではこの問題に深

入りする余裕はないが、 衆賢二論書とこれらを比較する場合、 まず同じ訳者の手になる玄奨訳

『倶舎論』との異同を見ることになろう。

rJII買正理論』の本墳は基本的に『倶舎論』本領をそのままの形で採用し、 玄奨訳ではほぼ同ー

の訳文になっていて、 玄奨独自の本領と長行の提示の仕方71においても統ーされている。 その中
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で衆賢は、 本領に関して疑問を呈する場合は、 その難点を種々指摘した上で、 あるべき本墳の

姿を「提案」するにとどめていて、 本填そのものには手を加えていない。 ただ実際には『倶舎

論』と『順正理論』の問で本墳の字句が相違する例がい くつか見られるのだが、 明らかな誤写

や異体字と判ぜられる例8)、 あるいは字句上の相違だけで意味はほとんど異ならず同一原文が想

定しうる例引を除けば、 二論書間で本領が相違するのはわずかに 2墳のみである(IY-27， IY- 3l )。

これについては後述する。

以下の本論においては、 まず『顕宗論Jにおいて改墳が見られる 29例を一覧し、 若干の考察

を加える。 紙数の関係上、 内容検討は最小限にとどめ、 改墳の仕方等に的を絞って論じてし、く。

2 . 本頒の改変例

ここに一覧する本墳は『顕宗論』で改填されたもののみであり、rJIl貢正理論』でなされた改領

例は含まれない。 後者については後述する。 煩蹟を避けるため玄英訳『倶舎論.JfJII買正理論Jを

対照させ、 参考として党文対応箇所のみを示し、 他の諸本は該当箇所を掲げるにとどめた。 ま

たl 箇所だが倶舎論称友釈( SA )に引かれる党文も併せて掲げている。 表中、『倶舎論JとrJIl貢

正理論』はすべて同文なので一括しである。『顕宗論』の改変部分をゴチックで示し、 それに対

応する諸本の語句に下線を施した。í-Jは『顕宗論Jに存在しないことを表わす。 本領番号は

すべて AKBhにもとづく。

[ 1 ]  [1一3cd]アビタルマ仏説論

AKK:76.25-26 
AKBh:2.21-22 

倶lb20/ )11買329cll

顕779b24

klesais ca bhramati bhavãmave 'tra lokas 
tad-dhetor ata udital:l kilai�a sastrã 1 1 

由惑世間漂有海 因此{専仰説釘法

由惑世間漂有海 矯寂大師説釘法

AKK-T (D:kulb4-5， P:gulb5-6); AKBh-T (D:ku27b3-4， P:gu29a2-3);真(162a19-20)

12 ]  [ト1Gb]声処の分類

AKK:76.39/AKBh:6.21 

倶2b22/ JII買333c29

顕781b13

sabdas tv a�tavidhal:l 

重喜唯有八種

撃l唯有二種

AKK-T (D:2a4， P:2b5); AKBh-T (D:ku30b3， P:gu32a5);真(l63bOl-02)

[ 3 ]  [ト11]無表色の定義

AKK:76.41-42 
AKBh:8.1-2 

{具3a16-17/JI慎335a26-27

顕781c28-29

cf. SA:32.21-22 

vik�iptãcittakasyãpi yo 'nubandhal:l subhãsubhal:l 1 
mahãbhütãny upãdãya sa hy avij白aptir ucyate 1 1  

前L心無心等 随ifLj手不i!ß- 大種所造性 由此説無表

作等吉宗心等 及無心有記 無劉所造性 是名無表色
krte 'pi visabhãge 'pi citte cittãtyaye ca yat 1 
vyãkrtãpratighaf11 rüpaf11 sã hy avijñaptir i�yata 1 1  

AKK-T (D:2a5， P:2b5-6); AKBh-T (D:ku31b2， P:gu33a6);真(l63c06-07)
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[ 4 ]  [1-20cd]三科説示の理由

AKK:77.14/AKBh:14.9 

倶5b03/順344a20

mohendriya-ruci-traidhãt tisr幼skandhãdi-desanãl) 11 

愚根幾三故 説謹庭界三

顕784c27 I 愚根等三故 説菰庭界三

AKK-T (O:2b5， P:3a3); AKBh-T (O:ku36a7-bl， P:gu38b6);真(165c07-08) 

[5 ] [1-28ab]空界の実有論

AKK:77.29 / AKBh:l8.12-14 

倶6c07/順347a23

chidram ãkãsadhãtvãkhyam ãloka-tamasï kila 1 

杢界謂寂隙 傍説是明閤

顕787a17 I空界謂薮隙 穂町是光闇
AKK-T (O:3a2-3， P:3a8); AKBh-T (D:ku39bl-2， P:gu42a4-5);真(l66c29-167aOl)

[6] [1一42]根見・識見論

AKK:78.5-6 
AKBh:30.3-1O 

倶10c06-07/順363clO-ll

顕791a07-08

cak�ul) pasyati riipãl)i sabhãgarp na tadãsri tar111 
vij白ãnarp drsyate r古parp na kilãntaritarp yatal) 11 

HR見色同分 非彼能依識 侍説不能観 被障諸色故

眼見色同分 非識見因故 識類無別故 不観障色故
AKK-T (O:3b4， P:4al); AKBh-T (D:ku47b7-48a2， P:gu51b4-6);真(l70clO-16)

[7 ] [1卜1]根の語義解釈

AKK:78.21-22/ I ca伽r�v arth時u pa白cãnãm ãdhip唄tyarp dvayoりkila 1 
AKBh:38.4-21 I 印刷rl)ãrp pa白cakã計五nãrp sarpklesavyavadãnayol) 11 

倶13b14-15/ )1原377blO-ll I笠主主竺旦 凹根於二種 五八染浮中 各別矯増上
顕乃5a16-17 I五根於四事 四根於二種 五八染j手中 各別問仁

AKK-T (0:4al-2， P:4a5-6); AKBh-T (O:ku53a4-b5， P:gu58a3-b7);真(173a08-b04)

[8] [1卜2]� [11-4]根の語義異説

svãrthopalabdhyãdhipatyãt sarvasya ca事açl-indriyarp 1 
strïtva-purpstvãdhipatyãt tu kãyãt strïpuru�endriye 11 

AKK:78.23-28 nikãya-sthitトsaJTlklesa-vyavadãnãdhipatyatal) 1 
AKBh:38.4-21 jïvitarp vedanãl) pa白ca sraddhãdyãs cendriyaJTl matãl) 11 

司自ãsyãmy-ãkhyam可白ãkhyam ãj白亙tãvïndriyaJTl tathã 1 
uttarottara-sarpprãpti-nirvãl)ãdy-ãdhipatyat幼11

了自境増上 総立於六根 従身立二根 女男性増上

倶13cl8-23/ )11買378a6-11 於同住雑染j青ì!ff増上故 感知命五受 信等立筋線

未首長日巳知 具ま[Jf艮亦爾 於得後後道 浬繋等増上

顕(795b26-c06)

AKK-T (O:4a2-3， P:4a6-8); AKBh-T (O:ku54a2-b2， P:gu59a4-b7);真(l73b15-c07)
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[9 ]  [1卜6]余j去が根でない理由の異説

AKK:78.31-32 I pravrtter äsrayotpatti-sthiti-pratyupabhogata� I 
AKBh:40.16-17 I caturdasa tathänyäni nivrtter indriyäl)i vä 11 

倶州I山11引所01-02 I或流練所依 及生住受用 建立前卜凹 還滅後亦然
顕(796a25)

AKK-T (0:4a4， P:4a8-b1); AKBh-T (0:ku55a2， P:gu60a8-b1);真(l73c26-27)

[10] [11-50bcd]倶有因の定義

AKK:80.17-18 I sahabhür ye mitha�phal劫|
AKBh:83.l6-18 I bhütavac cittacittänuvartilak�al)alak�yavat 11 

倶30b16-17/順417cl2-13 I倶有王室主 如大相所相 心心随特等
顕8凶19-20 I 倶有一果法 立n大相附心心開等

AKK-T (0:6a1， P:6b4-5); AKBh-T (0:ku86b6-7， P:gu99a8-b2);真(l88b25-27)

[11] [11-73]三界十二心の獲得

AKK:81.11-12 
AKBh:109.5-19 

1其40b14-15/川Q 455b05-06 

顕828cl6-17

kli�\e traidhätuke läbha�切りl)ärp �al)l)ärp dvayo� subhe 1 
廿ayäl)ärp rüpaje saik�e catufl)ärp tasya se写ite 11 

三界染心�F' 得六六二種 色善三皐四 鈴皆自可得

三界染如次 得七六二種 色善二等三 二無言宗自得

AKK-T (0:6b7， P:7a3); AKBh-T (0:ku107b6-108a4， P:gu124b4-125a4);真(197b17-198a03)

[12] [11ト2]色界天の処数

AKK:81.17-18 I üIrせhvarp saptadasasthäno rüpadhätu� prthak p口hakl
AKBh:ll1.l5-20 I dhyänarp tribhロmikarp tatra caturtharp tv 碕\abhümikarp 11 

倶40c27-28/順456a21-22 此上主主星 名色界於中 三笠皇主え 第四静慮八

顕回9a27-28 此上十六慮 名色界於中 初二二三三 第四静慮八

AKK-T (0:7al-2， P:7a4-5); AKBh-T (0:ku108b7-109a1， P:gu125b8-126a2);真(198blO-12)

[13] [11ト11�12]中有実有論

vrlhisantänasädharmyäd avicchinnabhavodbhava� 1 
AKK:81.35-38 pratibimbam asiddhatväd asämyäc cänidarsanarp 11 
AKBh:120.15-122.8 sahaikatra dvayäbhävät asantänãd dvayodayãt 1 

kal)\hoktes cãsti gandharvãt pa日cokter gatisütrataり11

倶44b18-21/順470a06-09 如穀等相積 庭11任問穣 生{象賓有不成 不等放非嘗
一底無二並 非相績二生 設有健達縛 及五七経i)文

立rI穀等相積 庭Mi間続 生 我宗許像生 其中亦無間
不成故非醤 是一類所許 彼所説非理 能生吉宗像故

顕834b21-c01 有相相鷹故 非恒可得故 能障吉宗色故 無分別境故
一庭無二並 由謂如是得 非光二像生 不等故非警
従一生多故 非相積二生 聖説健逮縛 及五七経故

AKK-T (0:7a6-7， P:7b2-3); AKBh-T (0・ku1l6bl-1l7b4， P:gu134b7-136a8);真(201b15-202a09)

衆賢 『 顕宗論j の 本煩に つ い て (青原 ) 一 5 一



[14] [111ー25ab]四種縁起

A KK: 泣 l日3/泊A陥h川:13お3.9-11 I ã初V刊川aお制帥s抽t巾h

f倶具4必8c20ω/順4刊94化似b1日3 I 宣豆笠主主 従勝立支名
顕842a13 I 悌依分位説 従勝立支名

AKK-T (0:7b7， P:8a3); AKBh-T (0:ku125b3， P:gu146a2-3);真(205cl4-16)

[15] [111-52d�53ab]第八海の広さ

AKK:83.16-17 I se$al11 bãhyo mahodadheJ:t 11 
AKBh: 161.5-8 I lak$atrayal11 sahasrãQi vil11satir dve ca 

倶57c08-09/順515b23-24 I 第八名矯外 三洛叉二高 云立盟主
顕8剛1-12 I 第八名鴬外 三治叉二高 三千二百絵

AKK・T(0:9a1， P:9a5); AKBh-T (0:ku145bδ-6， P:gu167b2-3);真(215a02-05)

[16] [11ト55]四洲の形

AKK:83.21-22 godãnïyaJ:t sahasrãQi sapta sãrdhãni maQçlalaJ:t 1 
AKBh: 161.23-162.5 sãrdhe dve madhyamasya a写tau caturasral) kurul) samaJ:t 11 

倶57c23-25/ }II買515cl1-13
西程陀尼洲 其相困1!!�紋

径二千五百 周園此三倍 北倶慮愛方 面各二千等

顕850b28-c01
西濯陀尼洲 其相如満月

径二千五百 周園此三倍 北洲如方座 図面各二千
AKK-T (0:9a2， P:9a6-7); AKBh-T (0:ku146a3-4， P:gu167b8-168al);真(215a18-23)

[17] [IV-2cd �3]形色実有論

kãya-vijñaptir i$yate 1 sal11sthãnal11 �王五主主
AKK:17-20 yasmãt sal11slq1al11 k$aQikal11 vyayãt 11 
AKBh:192.16-195.5 na kasyacid ahetol) syãd hetuりsyãc ca vínãぬkaJ:t 1 

dvi-grãhyal11 syãd na cãQau tat 

1具67c03-07/
身表許別形 非行動篤健 以諸有鴬法 有手IHJ�蓋故

謄無?!lf，因故 生因感能滅 形亦非賓有 感二根IfZì1
川買531c27-532a02

無別極微自主

身表許別形 非行有馬法 有利型1)重量古文 麿無無因故

生因謄i威故 無決定因故 I也等無異故 了相有別故

顕860a12-22
取不待吉宗故 相違因別故 有j威不滅故 許別有微故
非二根取故 彼定意境故 分別堅等巴 長等智方生
一面繍多生 比知有長等 於多絹緊中 定有長等故
同故過同故

AKK-T (0:lOb7-11a1， P:11a5-6); AKBh-T (0:ku166b1-168a5， P:gu190b5-192b6);真(225bll
-226a21) 
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[18] [IV-11-12]二種等起と識・異熟生

pravartakalTl dr�\iheyarp vijñãnam ubhayarp punab 1 
AKK:85.-35-38 mãnasarp bhãvanãheyarp pa白cakarp tv anuvartalくarp 11 
AKBh:203.l9-205.1 pravartake subhãdau hi syãt tridhãpy anuvartakaJTI 1 

tulyarp muneb subharp vã tanlO) nobhayalTl tu vipãk勾arp 1 1  

f具71b29-c03 / }111î 547a04-07 
見聞I識唯勝 唯随特五識 修箇i意通二 Î��i扇異熟非
於車事善等性 随車専各容三 牟尼善必同 現1[;記随或11)善

顕864c14-17
見断識11佐穂 H佳随勝五識 修lllJi意通二 イ具非修所成
於勝善等性 随車専各�三 牟尼善必同 押\f;記随或善

」

AKK-T (0:lla5-6， P:llb3-4); AKBh-T (0:ku175al-b6， P:gu201a4-b3);真(229a24-b29)

[19] [IV-20bcd]静慮律儀の獲と成就

AKK:86.3-4 
AKBh:209.16-17 

倶73c09/ }111î 549c28 

顕866c22

dhyãnasarpvaravãn sadã 1 
atït司ãtayãryasωprathame nãbhyatïtayã 11 

得静慮律儀 恒成就過未 聖初|徐過去

得青11慮律儀 多恒成過未 聖初除過去

AKK-T (0:llb3-4， P:12a1); AKBh-T (0:ku178b7-179a1， P:gu206a3-5);真(229a24-b29)

[20] [IV-25]表・無表の成就

AKK:86.13-14 
AKBh:211.12-15 

倶74b04-05/順550cl4-15

顕867b24-25

vij ñaptyai vãnvi taりkurvan madhyastho mrducetanab 1 
tyaktãnut凹nnavリ白aptir avijñaptyãryapudgalab 11 

成表非Î!任表f主中劣恩作 捨未生表聖 成力1[，表非表

成表非Î!任表 住中劣思作 捨未生表定 成脅I�表非表

AKK-T (0:llb6， P:12a4); AKBh-T (0:ku180a2-4， P:gu207bl-3);真(231b27-c02)

[21] [IV-26ab]静慮律儀の得

AKK:86.15/AKBh:211.19 

1具74b13/ }111î 551a09 

顕867c05

dhyãnaサo dhyãna-bhümyaiva labhyate 1 

定生得定地

定生得静慮

AKK-T (0・llb6-7， P:12a4-5); AKBh-T (0:ku180a5-6， P:gu207b6);真(231c09)

[22] [IV-40]善法の捨

AKK:86.43-44 I bh 日ml卜-s鎚arpcãra-hãnibhyãrp dhyã街ãnãpt旬arp ty 勾yat旬e s仇釦ubh】arp 1 
A KBh:乏224.18一22 I tat出h渇申ãrü

倶79c2お8-29/順5依01一Oω2 I 捨定生善法 由易地退等 捨聖由得果 練根及退失

顕8釘74匂ωa凶O佐O悦4 捨定生善法 由易地退等 捨諸無漏善 由得果退失

AKK-T (0:12a7-b1， P:12b6); AKBh-T (0:ku190a2-4， P:gu219b8-220a3);真(236b03-09)
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[23] [V-27]三世実有論の作用説批判

AKK:91.15-16 I kifTl vighnafTl tat-kathafTl nãnyad adhvãyogas tathã mata]:J 1 
AKBh:297.18-301.12 I 勾ãtana$!atã kena伊mbhïrã khalu dharmatã 11 

(具l回a07-08/順臼1c20-21 I何擬用云何1!明世便壊 有誰未生滅 此法性甚深
顕(902a25)

AKK-T (D:16b7-17a1， P:17b7); AKBh-T (D:ku240b5-242a7， P:gu281b6-285al);真(258b09-cl4)

[24] [V-28]事の断と繋の断

AKK: 17-18 I prahïl)e du]:Jkha-drg-gheye safTlyukta]:J se将咽rvagaif) 1 
AKBh:301.30-21 I prãk prahïl)e prakãre ca託手ais tad-vi斜yair malai]:J 11 

倶106b12-13/順636b29-cOl I於見苦己断 笠主主盟E 及前品巳断 絵縁此猶繋
顕9似5 I於見苦己断 鈴縁此聞販 及前品巳断 絵縁此猶繋

AKK-T (D:16b7-17al-2， P:17b7-8); AKBh-T (D:ku242b3-4， P:gu285a5-6);真(259a28-29)

[25] [V-35cd �36abc]三漏中の有漏

AKK:91.34-36 
AKBh:306.10-18 

anusayã eva rüpã而pye bhavãsrava]:J 11 
avyãkrtãntarmukhã hi te samãhitabhümikめ1 ata ekïkrtめ

倶107b27-28/!II� 640b25-26 I 有漏ヒ二界 11佐煩悩|徐療 同無記内門 定地故合一

顕904b15-16 有J席上二界 唯煩悩|徐模 同無記封治 定地故合一

AKK-T (D:17a5-6， P:18a5-6); AKBh-T (D:ku246a7-b4， P:gu288bl-6);真(261a12-21)

[26] [Vト1]見道・修道の有漏無漏分別

AKK:93.2-3 
AKBh:327.3-6 

倶113clO-ll/順657cll-12

顕914aOl←02

klesa-pr百hãl)am ãkhyãtafTl satya-darsana-bhãvanãt 1 
dvividho bhãvanã-mãrgo darsanãkhyas tv anãsrava]:J11 

己説煩悩断 由見諦修故 見道唯無漏 修道通二種

己説煩悩断 由見修道故 見道見聖諦 修道修九品

AKK-T (O:18b4-5， P:19b7-8); AKBh-T (O:khulbl-3， P:ngulb2-2a2);真(266a16-20)

[27] [VI1-18]世俗智の非我行相所縁

AKK:96.43-44 I traidhãtukãmalã dharmã ak同s ca dvidhã dvidhã 1 
AKBh:404.12-405.1 I sãfTlvrtaTJ1 svakalãpãnyad ekafTl vidyãd anãtmata]:J 11 

倶138a22-23/ }I慎7ω-28 I 俗智|粕品糊一切法 第非我行相 盟盟庄
顕陥肌o I 俗智除自品 線縁一切法 第非我行相 聞思修所成

AKK-T (O:22a7， P:24a3); AKBh-T (O:khu51a7-b6， P:ngu58b6-59a6);真(289a26-blO)

[28] [VI卜44]六通の四念住分別

AKK:97.45-46 I svãdhobhüvi写ayã labhyã ucitãs tu virãgata]:J 1 
AKBh:422.13-423.3 1 t円ïyã trïpy upasthãnãni ãdyafTl srotra-rddhi-cak$u$i 11 

倶142c21-22/順752c22-23 I未曾由加l行 曾修離染得 坐翌三宝 坐民自
顕96附04 I未曾由加行 曾修離染得 三身一鈴三 ー法後法四

AKK-T (O:23a6， P:25a4←5; AKBh-T (D:khu61b3-7， P:ngu70b5-71a3);真(294a25-b09)
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[29] [VIII-40]結頒(造論の意図)

käsmïra-vaibhä写ika-nïti-siddhal:J
AKK:99.48-52 匹笠� mayãyalTl kathito 'bhidharmal:J 1 
AKBh:459.16-19 yad durgrhïtalTl tad ihäsmadãgal:J 

saddharmanïtau munayal:J pramäI)aql 11 

倶152bll-12 / )11買775b16-17
迦濃嫡羅議理成 我多依彼穣釘法
少有限量矯我失 判法正理在牟尼

顕977b12-13
迦濃嫡羅議理成 我唯依彼穣釘j去
或有差違是我失 判法正理在牟尼

AKK-T (D:25a4， P:27bl; AKBh-T (D:khu81b4， P:ngu93bl-2);真(304a03-04)

3. 改変本頒の検討

3. 1. 改頒の種類

以上の『顕宗論jの改領例は改変の仕方によれば次の 4種に分類されよう。

( 1 )本領全体を差し替えた例= 1例( 1 頒 )([ 3 ]) 

( 2 )本領全体を抹消した例= 3例( 5頒 )([ 8 ]  [ 9 ]  [23]) 

( 3 )別な本領を追加した例= 2仔IJ( 4.5頃→ 9 .5領 )([13] [17]) 

( 4  )部分的に語句を変更した例= 23例( 残りすべて )

部分的な語句の変更例が圧倒的に多く、 本領全体が改変されているのは 6例に過ぎない。 こ

れらの改領例はほとんどの場合、 DI貢正理論』の長行において何らかの批判が加えられている

が、 部分的な改煩には極力変更を最小限にとどめて既存の表現を生かそうとする姿勢も見て取

れる。 形式上から見れば、( 1 )( 2 ) ( 3 )のような大幅な改変は、 部分的な改変よりも深刻な

対立が予想されるが、 内容的に見ると必ずしもそうではないようである。 そこで視点を変えて

検討を試みる。

3. 2. 改頒意図の相違

改頓箇所におけるわ11貢正理論』の批判 内容を検討すると、 改煩の動機は、 1. 異説の排除、 2.

教学的不 備の是正、 3. 表現上の是正、 4. 意図不 明のものに区分しうる。 以下、 それぞれの場合

について論ずる。 なお、 紙数の関係上、 個々の 内容の詳細は必要に応じて 注で補足する。

3.2.1. 異説の排除

本領の 内容が正統説でなく異説である( と衆賢が判断した )場合に、 これを排除もしくは正

統説に改変した例である。 上述の( 2 )本墳を抹消した 3例はすべてこれに相当する。 そのう

ち[ 8 ]  (I ト 2�4)と[ 9 ]  (II-6)はいずれも二十二根の定義に関するもので、 AKBhにおい

て異説であることが明言されrJJl買正理論』は世親がこれらを支持していると断ずるへ[23]

(V-27)は世親が三世実有を批判するために設けたあからさまな異論の本領であり、 当然『順
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正理論Jは執拘に反駁している。 これらは排除すべき本墳が抹消された例であるが、( 3 )  I追

加」の 2例([13][17])では異説を排除し自説の正当性を主張する本墳を追加 ・改変している

( 内容については後述 )。 また( 4 )部分的改変例においても、 たとえば [12](III-2)は色界

天に十七処あることを説くものであるが、 衆賢は AKBhが白註で紹介する迦湿弥羅国師

(K誕 mïr a)の十六処説を支持して本墳に読み込む。 すなわち本領を修正することによって異説

を正統説に変更しているのである。 同様に[ 2 ]  [6 ] [10] も異説を正説に改変した例であ

る13)。

これらの改煩例は改変形式は異なっていても、 いずれも異説を本墳から排除する意図がある

点で共通する。 本頒を正統説によって厳格に規定しようとする衆賢の姿勢が表われているとい

えよう14)。

3.2.2. 教学的不備の是正

本墳に示された教義 内容の不 備や誤りを指摘し、 これを是正した改煩である。 元々異説を示

す本領ではない点が上記とは異なる。 たとえば[ 4 ]  (I-20 cd)は、 経中に誼・処 ・界の三種が

説かれる理由について、 AKBhが所化の有情の愚(moha)・根(indriya)・楽( ruci)に応じた

とするのを、日11貢正理論Jは経主(世親 )の解釈では不足だとして理由を追加し15)、 それを承け

た 『顕宗論』は本墳の語句を「等」と変更する。[19](IV-20 bcd)では、 静慮律儀の獲得と成

就について、 AKBhは律儀獲得者が「常に」過去・未来を成就するとするが、rJII買正理論Jでは

例外を示し附、 『顕宗論』は本領の語を「多くは」に変更する。

同等の例として [18][20 ] [21] [22] [25] [27] [28] が該当する17)。 些細な問題の指摘も

多いが、 そこにも衆賢の拘りが垣間見える。

3.2. 3. 本填表現の是正

教学や思想上の相違というより本墳の表現上の不具合を指摘したもので、 典型例が[16]

(III- 55)である。 四洲の形について、 AKBhが四洲それぞれの形と誓聡の表現に統一性がない

点に是正を求めたものであるlヘまた[ 1 ](1 - 3 cd) [ 5 ]  (I-28a b) [ 7 ]  (II-1) [14] (II I-25a b) 

は本領にkila(伝説 )の語が付された例であるが、 周 知のように、 AKBhの記述においてこの語

は、 世親が有部学説について不信感を表明したものといわれる19)0DI&正理論』は長行でこれを

厳しく糾弾するが、 本領の 内容そのものは正統説にほかならないので、 『顕宗論Jの改煩はこの

kilaを取り除いて韻律を調整しただけの改変であり、 教義 内容の変更を伴わない点でこれらも

表現上の是正といえる。 さらには本領を差し替えたい](1-11)も、 無表色の定義の仕方につ

いて衆賢は種々不具合を指摘して全面改領しているが、 結果的に定義自体に大きな相違はなく、

本頒にこれをどう表現するかだけを問題にしたものである刻。

他に[15][24] [26] [29] も同様の本領の表現を是正した改墳と判ぜられる21)。 これらの改

績は、 揚げ足取りじみた悪意を感じないでもないが、 むしろより厳格な本領表現を求めた衆賢

なりの改善努力のようにも映る。

3.2.4. 意図が不明のもの

[11] (11-73)の改頃例は衆賢の意図が計りかねる。 三界十二心の獲得に関して、rJ11買正理論』
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は『倶舎論Jとは異なる説明の仕方をしながらも結果的にほぼ同じ解釈に落ち着いているのに

対して、『顕宗論』はrJIl真正理論』と同様の説明の仕方をしながら結果が異なり、 それが本墳に

も反映されているのである辺)0 正統説が未確定で衆賢にも混乱があったのかもしれない。

3.2.5. 玄英訳上の問題がある改頒

もう一つ付け加えておかねばならないのは、 玄英訳の問題である。 上記に挙げた改墳のうち、

[18] (IV-11)と[27](VII- 18)は教学的な不 備を是正した例ではあるが、 玄英訳に問題を抱

えている。『顕宗論Jの改頃部分に相当する『倶舎論』のIV-11d["無漏異熟非 J、 VII-18d["唯聞

思所成」はいずれも他の諸本には存在せず玄英訳独自の語句であり、 他本では自註において言

及される 内容を本領に読み込んだ形となっている。 特に[18] はIV-11とIV-12で別々にある

議論を合わせた記述になっており、 長行でも玄英訳での議論の仕方は他本とは著しく異なって

いる231。 その箇所に改墳が見られる訳であり、 その改墳が純粋に衆賢の手によるものなのか疑

問が残ることになる241。

3. 3. 本頒に対する衆賢の姿勢

3. 3. 1. r順正理論』での改墳と無改填例

上記に挙げた『顕宗論Jの 29の改填例には含まれない、日11買正理論Jでの本領対応について見

ていく。

( 1 )  A KBhのIV-27， IV- 31， V- 37の 3í買はk i la(伝説 )の語を含む本領であるが、 上述の 5

例([ 1 ][ 5 ]  [6 ] [ 7 ]  [14])のような『顕宗論』の改煩例には該当しないものである。 そ

のうちIV-27とIV- 31は序論(1. 2)で言及した『倶舎論jと『順正理論Jの本墳が異なる二例

であり、 rJIl買正理論jで改填され『顕宗論』は本填・長行ともこれを継承している。 またV- 37

では二論書ともに『倶舎論J本領を改変することなく用いているお)。 いずれもk i laの訳語が明

確でないことが問題であるが、 改領という点では衆賢の姿勢にも暖昧さが感じられる。

( 2 )先行研究は1 -23を[ 3 ]  (1 -11)と同等の改填例として挙げるお)が、 実際には『顕宗論』

は既存の本墳を用いていて、 長行で rJil買正理論Jと同じ文をヲ|し、て改領案を提示するにとどめ

ている幻)。 このように DI貢正理論』で本墳の不 備を指摘しながら改頒を実行しない例は部分的

なものを含めれば他にも少なからずある諮)。

( 3 )一部に改頒が存在するにしても、 約600頒の大部分を衆賢はそのまま流用しているので

あり、 既存の本墳の語句に沿って正統説を解説するのが基本である。 その中にはIII- 36aのよう

に本領の教説を他の批判から擁護する例も存在する泊)。 長行における世親の異論に対しては厳

しく対応しつつ、 本墳については最大限、 尊重しようとする姿勢が窺える。

3. 3.2. r顕宗論』の姿勢

次に、 改領に際して『顕宗論』の長行での扱い方を見ると、 概して改須の事実を長行で語る

ことがない。rm賀正理論』では経主や異説への批判を加えて改領案を指摘する一方で、『顕宗論』

はこの件に関しでほぼ沈黙し、 何事もなかったかのように改変した本墳に必要な注釈を施すの

みである。 そこにはわ11貢正理論jとの住み分けが明確になされ、 世親に対して徹底抗論する反
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駁書と、 あくまで正統説を粛々と論じる宗義書という 対照的な姿勢が表われている。 おそらく

それが両書の基本スタンスなのであろう。

その姿勢からすると[13][17]の異説批判のための本墳を追加した改煩例は極めて異例とい

える。[13](III -ll � 12)は中有実有論における除例の影像色について、[17](r V 2 cd�3)は身

表業形色説に関する論議であり、 いずれもrm買正理論Jは多くの言葉を費やして周到に経主批

判を繰り広げて自説の正当性を主張している。『顕宗論』はこれらを抜粋する形で経主を批判

し、 その内容を要約した本墳を追加する。 しかも[13] ではr}ll長正理論』の議論を組み換えて

構成を整え、 [17] ではrm買正理論』にはない独自の根拠を組み入れて論じる工夫を施してい

る初)

『顕宗論』では全般的に長行においてrm買正理論Jに準じた経主批判を展開する議論も少なか

らず見られるが、 それを本墳の中にまで読み込むのは他に例を見なし、。

衆賢は[29](VIIト40)の結 墳の改変において、 世親が造論の意図を述べた文脈をもじり、 世

親が「多く( p rãyas)J 毘婆沙師の方軌によると述べたのを 『顕宗論』は「唯だ」と変更して毘

婆沙師説に自ら異論のないことを表明している。 そうしてf}ll�正理論』では世親の言明は「少

しは異論がある( 少有異途)Jことを表わすものと断じ、 異論の例として「形色・影像色・過去

未来世など J(謂形像色去来世等 )を挙げている( 775 b22 -23)。 すなわち三世実有説への異論

([23])と並べて目下の [13][17] を例示しているのである。 そのことからすると、 これら二

例の大幅な増広改墳は、 基本姿勢を曲げてまで指摘せねばならない事項であったことが窺われ、

世親とその支持者たちに 対する痛烈なメッセージとも受け止められる。

4. おわりに

以上、 検証は十分とはいえないが 一応の結論を示して論考を終える。

1. f顕宗論』の 29箇所に及ぶ本領改変は、 その動機が異説の排除、 教義内容の是正、 表現上

の是正の 3種に区分しうる。 それは重要な教学的相違から些細な問題まで多岐にわたるが、

より厳格な本領の完成を目指す衆賢の意欲が表われたものといえる。

2 . 改墳についてわ11買正理論』は長行で異議を唱えて是正を求める議論を尽しているが、 多

くの場合『顕宗論』は是正した本墳を提示して議論については沈黙を守りむしろ無視する

態度をとる。 これが衆賢による二論書の基本スタンスとなっている。

3 . 一方で、 改領案を提示しながら実際には既存の本墳を無改変で流用する場合もあり、 世

親の 作 成した本領を極力尊重する姿勢も見られる。 その姿勢から記述が暖昧に終わり、 と

きにはその意図が計りかねる例もある。

4 本領を大幅に追加して異説批判を論ずる二つの改頒例は、 上記の基本スタンスを逸脱し

ている。 他の本墳が極力異説を排除し正統説に準拠して改変される中にあって、 これら二

例のメッセージ性は際立つている。

5 . 玄英訳では『 倶舎論J にすでに加筆・改変の形跡があるものが含まれるため、 オリジナ

ルで衆賢の 関与がどこまであるのか判断がつかない場合がある。 AKBh.真諦訳など 倶舎

論諸本との相違も考慮して、 総合的に検証する必要がある。

6 . いずれにしても、 二論書ともに世親の作る本墳を最大限尊重しつつ、 カシミール有部の
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伝統説をそこに反映さ せていこうとする、 衆賢の姿勢がそこには看取さ れる。 それは『ア

ピダルマデイーノサのように全く別物の本墳を 作 って 対抗するのではなく、 あくまで『 倶

舎論Jの本墳を伝統説に即したものに「改訂」しようという意図なのであろう。

〈一次資料・略号等〉
AK Bh Abhidharama-kosabhã.�ya 01 均四bandhll， ed . by P.Pradhan ， Tibetan Sanskrit Works Series vol .VIII， 

K .P.Jayas wal Rese arch Insti tute ， Patna 1967. 

AK Bh -T Chωmngon pa'i mdzod kyi thig le'lIr byas pa (ペbhidharmakosabhã�ya)， D.No .4090: ku26b 1 -khu95a7 ， 

P:559 1 ; gu27b6-ngu109a8. 

AKK The Te xt o f  the Abhidharm akosakãrikã o f  Vasubandhu by V以Gokhale ， the Jounal 01 the 80mbay 8ranch 

vo 1.22 ， Royal Asiatic Soc iety ， 1 946 ， pp .73- 103. 

A KK- T Chos mngon pa'i mdzod kyi bshad pa (Abhidharmakosakãrikã)， D.No .4089 : ku1b1-25a7 ， P:5590 ; 

gu1b-27b6. 

SA Sphu!ãrthã Abhidharmakosavyãkhyã， the Work of Ya.í:omitra， ed . by Unrai Wo gihara ， 1936 (rep .1989 ) Tokyo . 

『倶舎釈論j 婆薮盤豆造長諦誇『阿見達磨倶舎 線論j 二 卜二巻(T1559 .vo I.29 : 16 1a 1-310c l8 ) (=真 )

『倶舎論』 世親造玄奨誇I 阿毘達磨倶舎論j 三 十巻(Tl558 .vo I.29 : 1 a 1 - 159b 1 5 ) (=倶 )

『顕宗論j 衆賢造玄笑謬『阿毘達磨蔵顛宗論j 四十巻(Tl563 .vo I.29 :777a1 -977c7 ) (=顕)

『順 正理論j 衆賢造玄英語rl河毘達磨順 正理論』 八卜巻(T1 562 .vo I.29 ・329a1 -775c3 ) (=順 )

『婆I世論j 五百大阿羅漢等造玄笑誇 rrliiJ毘達磨大 毘婆i少論』 二 百巻(Tl545 .vo I.27: 1 a 1 -1 oo4a9 ) 

D Der ge edition 

P Peking edition 

T 大正新情大蔵経(大蔵出版)

注
1 ) 加藤純章[1989J r経量昔日の 研究J (春秋社) pp. 7 -1 5参照。

2 )  r顕宗論』 は すべて の 記述を f順 正理論』 に 依存する 訳 で は な い 。 『国訳 一切経』 印度撰述部毘曇音[123 ・24

巻 (大東出版社)の 『顕宗論j 国訳 は 、 原 文が rJII耳正理論j と異 な る 箇所 で 、 誤っ て 後者 と同 じ 訳文が 使

わ れ る こ とが屡身あ る 。 参照 する 場合は 注意が必要 で あ る 。

3 ) 機部建日98 1 J INotes on the Abhidharmakosa J (rインド学報J 3 ) は研究ノ ー トな が ら 、 こ の 件に 関す る

最初jの 指摘で あ る 。 ア ピ ダル マ 研究所(Ab liidharma Research Institute ) とは 1980年代に 田端哲哉が 主宰し

て 活動 し た 私的な 研究組織で あ り 、 い ち早く 仏教学の 分野で コンピュ ー タ 利用を 手が け る な ど 、 当時の 最

先端の 方 法 論 を 導入 し て い た 。 特に 衆賢研究の 重要 性に 着目し た 研究が 多 く 発信 さ れ 、 学生時代の 筆者 も

大い に 刺激を 受け た もの で あ る 。 目Fの 主 題 に つ い て は 、 機部の 提言 を 承け る 形で 、 安 原 星子 [ 1 983J 1111買
正理論 弁差 別 品の ー 問 題J (rA .R.1 紀要J 2 ) 、 伴 戸 昇空 [ 1984J í{研究ノート》顕宗論の 性格 其ー 改

須 部分に見 ら れ る 衆賢 の 恩惣①J (rA .R.1紀要J 3 ) が 発表 さ れ て い る 。 椴部は 20箇所 (25 �買) の 改須 を

指摘し 、 安原 は 弁本事 品の 2 í演と弁差別品の 4 箇 所 (7 頒 ) の 改領 に つ い て 論 じ 、 ま た 伴戸 は 『顕宗 論j

の改煩 総数を 37 1:買とし て タ イプ別に 分類 し 一部事例 を 詳 し く 分析し て い る 。

4 )  帰敬演 は nm宗論』 序品第 一 の 冒頭に提示 さ れ、 一切J智 た る 仏陀に帰敬し た の に ちな み 序品で は そ の 後 、

散文で一切智 者論が展開 する (一色大悟 [2016J í衆賢 の 一切智 者論証J r智 慧の ともし び ・ ア ピ ダ ル マ 仏

教の 展 開 :インド・東南アジア チベァ卜篇 ( 三友健容博士古稀記念論文集 ) J pp. 646-662 参照) 。 ま た 総

結墳 は 弁定品第九の 末尾に提示 さ れ る (977b28-c06 ) 。 七言 句か ら な る 凹須の 中 で 「正理J に 順ずべきこ と

が 繰り 返し 説 か れ、 むし ろ 『順正理論j の タ イトル を 想起 さ せ る よ う な 総領 とな っ て い る 。

5 ) 先行研究の う ち総数に 言 及する の は 伴戸 [1984J の み で あ る が 、 そ こ で は 37頒 と数え て い る (p. 129 ) 。 し

か し 議論が 複数の 本領 に ま た が る 例 もあ る の で 、 本稿 で は 本領 数で な く 議論の箇所 を 数え た 数とし て い る 。

衆賢 I顕宗論J の 本墳 に つ い て (青原 ) ー 13 一



た だ伴 戸 は 数の み を 挙 げて 具体的 な 本領 が示 さ れ な い 例 を 含 む の で 、 本稿 の 調 査結果 と一 致 し て い る か は

確認できな い 。 な お 、 福 原 亮 厳 [ 1 973 J [党本蔵漢英和訳合壁阿 毘達磨倶舎論本頒の研究 ・界 品・ 根 品・世

間 品J (永 田 文 昌 堂 ) 、 同 [ 1974J r党本蔵漢訳合壁 阿 毘達磨倶舎論本須の 研究II 業 品・ 随 il� 品J (永 田 文

昌 堂 ) も参照。

6 ) 参照 し う る 現存 本 領 資 料には 、 党文の AKK(ゴー カ レ 一 本 ) とAKBh( プ ラ ダ ン本 ) の 2 種 、 チベ y ト訳

の 本領 と釈論の 2 種 、 漢訳 の真諦訳釈論 と玄笑訳の 本須 と釈論の 3 種 、 合計 7 種 の テ キ ス トがあ り 、 ま た

諸注釈の 引 用 か ら も断片 的に情報が得 ら れ る 。 し か し そ れぞ れ の 本領 数が異 な る こ とや 、 AKK とAKBh と

の 若 干 の 語句 の 相 違 、 真諦 玄英 訳にそ れ ぞれ 明 ら か な 本績 の 増 広 ・ 改 変が認め ら れ る こ とな ど の 問 題 点

が残存 する 。 こ れら の 問 題 は 部 分 的には 論 じ ら れ て きた が 、 議論が 卜 分整理さ れ て い る とは 言 い が た い 。

特に真諦訳に見 ら れ る 相 違には 看過 し え な い 問 題が存在 する 。 こ の 問 題につ い て は 別 稿 を 期 し た い 。

7 ) 自 註 を 伴 う AKBh は じ め 他 の 諸 本 で は 、 多 く の 本領 は 分 断 さ れて 自 註 の 文章に組 み 込 ま れ る 形式 を とる 。

し か し 玄英 訳 で は 、 内 容 の 区切り によ っ て ー 頒 な い し は 複数の 本領 を 予 め 提示 し 、 そ の 後に自 註 を ま とめ

て 記述する 形にな っ て い る 。 同 様 の操作 は [1唯識二 十 論j な とで も見 ら れ る 。 玄漢の 見 た 党文がそ の 通 り

で あ っ た か は 疑 わ し い が 、 そ の 方が内 容理解 の た めには 有効 で あ る 反面 、 他の 諸 本 との 比較が困 難 な 場 合

もあ る 。 こ の 本須の ま とめ 方が基本 的には I順正理論J (お よ び I顕宗 論J ) で も統 ー さ れ て い る 。 玄 笑 は

『倶舎論』 の制訳に3 年 2 ヶ 月 を 要 し 、 そ の 前半に『顕宗論』 を 、 後 半に『順正理論j を 並行 し て 訳 し た と

い う (加藤 [ 1 989J pp. 6-7 参照 ) 。 こ れ ら 三 書 の 訳風が統 一 さ れ て い る の も計画 的 な もの だ っ た こ とが分

か る 。

8 ) た とえ ば 「被 障 J (倶 ) → 「彼障J (/11買 ) (I-42d ) 、 「生住J (倶 ) → 「先住J (順 ) (1I-45d ) 、 「十九J (倶 ) →

「七 九J (111買 ) (VII- 14d ) な ど は 明 ら かにい ず れ かが誤字 と断ぜ ら れ、 異 本や 古 注 の 指摘か ら 知 ら れ る 誤字

もあ る 。 ま た 「限J (倶 ) → 「狭J (111買 ) (YII- 14d ) 、 「伽 湿 弥羅J (倶 ) → 「迦 湿 弥羅J (順 ) (IY-39c ) 等 は

異体字 と判 ぜ ら れる 。

9 )  I 有 尋 伺 J (倶 ) → I 11佐 尋 伺 J (111画 ) ( l-32a: savitarkavicãrãh ) 、 「意殊勝J (倶 ) → 「意 楽 勝 J (順) ([Y-55b : 

-ãsayavise号atab ) 、 「種果J (倶 ) → 「果穫J (順 ) (IY -121d :  phalabïja- ) 、 l ì手識縁J (倶 ) → 1 ì手識行J (順 )

(Y-30d: -anãsrava- gocarãb ) 、 「非常J (倶 ) → 「無常J (順 ) (VI-16c :  anityaー ) 、 「非我J (倶 ) → 「無我J (順 )

(YI-16c ・ -anãtmatah ) 、 「多一心J (倶 ) → 「多心ーJ (順 ) (YI I-52c : ãdãv ekam anekena ) の 例 は 同 一 原 文

が:惣定可 能 で あ り 、 衆 賢 も問 題視 し て い な い こ とか ら 、 玄英訳の 事情によ る と思 わ れ る 。 同 様に『顕宗 論J

との 相 違 で もY-58ab の 「通憂喜{具起J (倶 1 10b 16/順648bO l)→ 「通憂喜相感J (顕908c20 ) の 「倶起H相

応」 は党文で は 本領 に な く 長行 の safJ1pray町yante(AKBh:318. 1 6 ) に対応 する 玄奨訳の補足 で あ り 、 長 行に

も関連議論 は 見 ら れな い の で 、 改変 とは 見 な さ な い 。

10 ) vä /al1 は AKBh: yävat とあ る が龍 谷 大学 所蔵の写 本 複製で vätaげ と読め る の で訂正 し た 。 cf. AK Bh -T: 'm de 

1 1 ) 1或」 は 大正蔵で は 「惑J で あ る がl河 本 ・ 宮 本 お よ び冠 導本 (13. l6r ) の 支持によ り 訂正 。

12 ) [ 8 ]  AKBh は 11 - 1 ([ 7 ] 相 当 ) で ki la(伝説 ) の 語 を 付 し て 正 説 を述べ た 後 、 有 余 師 (apar巴 ) の説 とし て

11-2-4 を 提示 する (39.3任 ) 0 rf具 舎論j は 「 毘婆i少師 {専説如此。 有絵師説 ー J (13c l 2- 1 3 ) と繋 ぎ 、 1 1 - 1 と

そ れ以 下 との 相 違 を l明 確にさ せ て い る 。 こ れ を わ11í( 正 理論j は 「 初 傍 説 言。 顛 築 後 説。 謂 或 有 設 」
(377c29 -378a02 ) と評 する 。

13 ) [ 2 ]  ([ -10b ) 声処の 八種分類 を 排 し 三 種説 を 採用 する (cf 伴戸 [ 1 984J pp. 128- 124 ) 0 [ 6 ]  ([-42 ) 識見 説

を 否定 する 根拠 (被障 諸 色 故 ) を 有 余 師 説 と|折 じ 正 説 を 示 す と ともにkila(伝説 ) の 語 を 削 除 する ([JII買正

理論J 364bOl 仔 ) 0 [ 10] (Il -50bcd ) 倶 有 因 の 定義の 「互為果」 を 「 ー 果法」 に是正 する 。 前 者 は 主 とし て

カ ン ダ ー ラ 系論書に見 ら れ(cf r阿 毘曇心論J T28 :81 1 c5-7 ) 、 後者が正統説 とさ れる (f婆 沙論J T27:85b23-

26 ) 。

14 ) [Y-39， IY-63， [Y-94 な と、 異説が読み込 ま れ た 本領 は 他にも存 在 する が 、 こ れ ら は 正統説の理解 の た めに

言 及 すべき必要 性 があ っ た の で あ ろ う 。

15 ) AK Bh : 14 . l0-13。 自 註で世親は kila を 付 し て 不 信 感 を H音示 し て い る (triprakãrab 記� sattvãnãfJ1 mohab I [倶

舎論J 5b05{専説有情愚 有 三 種 ) 。 安 慧註によ る と世親 は 『五謹論j にお い て 異 な る 主 旨 の 解 釈 を 行 な っ て お
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り 、 そ の こ とか ら 不 信 感 を 表明 し た とさ れ る (cf. 小 谷信千 代 ほ か [2019 J I新出 党 本 『倶舎論安 慧疏J (界

品) 試訳 (6 ) J (r大谷大学:真宗 総合研究所紀要J 36 ) p. 130任 参照 ) 。 し か し 『順正理論j は そ の こ とに は

全 く 触 れず 、 三 位 ・ 三 過 ・ 三病 の 相 違 を 付 け加 え て 是 正 する (344a27-b02 ) 。

16 ) I順決択分 に 属 する 定律儀 は 初利JJII に 過去 を 成就 し な い とする a順正理論J 550al 1- 1 7 ) 。

1 7 ) [25] (Y-35cd/36abc ) 三 漏 の 中 、 有漏が上二 界 で あ る 理由 の う ち内 門 転 の 共通 性 に つ い て 、 『順正理論J は

外P'J転 もあ る か ら 「 同 一 対 I台」 と変 更 すべきだ と指摘する 一方で 「設依此義者l号壊頒文j と妥協 する a順 正

理論J 640b l l- l7 ) 。 し か し 『顕宗 論j は あ え て 改領 し て い る 。 [28] (Yl I-44 ) 六 通 と問念住 の 関 係 に つ い

て 、 AK Bh は 初 め の 三 @ (干1\1境 ・ 天眼 ・ 天 耳 ) は 身念住 、 他心通 は 受・ 心 . /去の 三 、 残 り ( 宿 住 ・ 漏尽通 )

は 凹念住 とする が 、 rJi l百正理論j は 宿 住 通 は 法念住 の み 、 ま た i属尽通 は j去念企1: だ け の 場 合 と四念{主 の 場合 と

があ る と批 判 する (753c22-27) 0 r顕 宗 論j の 改 変 部分 は 1 ( 和11 噴 ・ 天 眼 ・ 天 耳 の 〕 三 は 身 、 一 〔 の 他心〕

は 余の 三 〔 すな わ ち受 ・ 心 ・ 法〕 、 一 [ の 宿 住 ) は 法 、 後 〔 の 漏 尽 〕 は 法 〔 あ る い は 〕 凹 な り 」 と読 む。 他

の 諸 例 の 詳細 は 省略。

18 ) AK Bh が 西 牛 貨 i州 を 「九 く 111[: 欠 (maDçlala ) J 、 北 倶 慶 治| を 「 正 方 形 (caturasra ) で 面 が 各 二 千 で 等 し い

(sama ) J とし た の に 対 し て 、 f順正浬論』 は 「正方形で面が各二千」 とする な ら 「等 し い (sama ) J は 無 用

であ り 、 あ る い は 「丸 い J I等 し い 」 とだ け 言 え ば 「 無 欠 J I正方形」 は 無 期 に な る の で 、 「満 月 や方座の ご

とし 」 とすべきだ と非 難 する (51 5c26-29 ) 0 AK Bh は 南町警部洲 と東勝 身 洲 に つ い て は そ れ ぞ れ 「 如 車

(勾kat桃山 ) J I 如 半 月 (ardhacandravat ) J と量産l除 表現 を し て お り (AK Bh: 16 1 . 1 1 ，17 ;  r倶 舎論J 57c l 9 ，21 ) 、

統一 感 を 欠 い て い る 。

19 ) 加藤 [ 1 989 J pp .1 7-32参照。 AK Bh で kila が付 せ ら れ た 本頒 は 8 例 あ る が 、 そ の う ちこ こ に 挙 げた 4 例 は

kila を 削 除 する だ け の 改煩 例 で あ り 、 上述の [ 6 ] は 内 容 も異説 と断 じ ら れ て 改 変 さ れ た も の で あ る (注

目参!問 。 残 り の 3 例 は 『顕宗論j で の 改須 が 見 ら れ な い (本稿 p. 1 1 参照 ) 。

20 ) 加藤純寧 [1967J I新薩 婆 多J r印 仏 研J 1 6(1 ) 参照。

21 ) [ 15] (1 I1-52d/53ab ) で は 、 須 弥 山 外 海の う ち第 八海 の 広 さ に つ い て 、 AK Bh は32万 2 子 由 旬 と記 すが 、 [順

正理論j は 実 際 の 量 は さ ら に 1287半ほ と'IJU わ る と誤 差 を 指摘し (515c03-05 ) 、 『顕宗論』 は そ の 合計 数を 本

頒 に 約 数で示 すo cf. r婆 沙論J 691 c9- 1 1  、 SA: 325. 19-200 [24] (Y-28 ) 見苦所断の とき他の随 眠 に な お 繋

があ る こ とを 説 く 中 で 、 rlll買正理論j は現状で は 本領 の 「縁此 」 の 語が無用 で あ り 、 有 用 とし て も前 句 の

「余遅 行|活眼」 に雑乱があ り 「余」 か 「遍行」 の ど ちら か を 削 除 すべきだ が 「縁此」 を 欠 く か ら 煩 わ し い と

指摘する (636c07-2l ) 0 [26] (yト 1 ) 賢聖品 冒頭で AK Bh が 「 見 道 は 無 漏 、 修 道 は 有 漏 ・ 無漏二種」 とす

る の に 対 し て 、 I順正理論j は 前 に 随 限 品(Y-6 ) で意味上 は 説 か れ て い る か ら 、 再説 する の は j!!�用 と批判

する (657c l9-28 ) 0 r顕宗論j は こ れ を 排 除 し て b 句 を 拡張 さ せ た 本領 に 改変 する 。

22 ) 三 界十 二也、が生 じ る とき、 ど の心が獲得 さ れ る か を 分 別 する もの で あ り 、 『倶 舎論J r順正理論j の 本領 を

長 行 で 補 っ て 読め ば 「三 界 の 染汚心 は そ れぞれ六 ・ 六 ・ 二心 を 獲得 し 、 色 界 の 善也、 は 三 心 を 、 有学心 は 1m

'L、 を 獲 得 し 、 そ れ以外 すな わ ち三 界 の 無 覆無記 ・ 欲無 色 界 善 ・ :I!I�学心 は そ れ 自 体 の 心 の み を 獲得 する 」 と

な る 。 一 方 、 『顕宗論』 の 本領で は 欲 界 の 染汚心はM，覆無記心 を 加 え て 「七 」 とし 、 色 界 の 善心 と有学心 は

欲 界 無 覆111[，記心 を 持1 '1徐 し て そ れ ぞれ 「二 H 三 」 と数を 減 ら し 、 ま た 「二il\�J に よ っ て 欲 界 と色 界 の 11\[， 覆jll.r，

記心 は どの 心 も縫 得 し な い こ とを 示 し 、 し た が っ て 「余」 が示 す心 か ら もこ の 二 心 は 除 か れ て い る 。 こ の

相 違 に つ い て 衆賢 自 身 は 全 く 語 ら な し 、 。 先行論書 で は 『雑 阿毘曇心論J (T28:944c27-945aI3 ) に 議論があ

る が 、 こ れ は AK Bh (109 .2ト23) と rlll買正 理論J (455c l5- 18 ) に 言 及 さ れ る 有 余説 に 等 し い 。 普光 『倶 舎

論記』 は 『顕宗論j の 欲 界 の 染汚心 の 七 に つ い て は 『識 身足論』 の 所 説 に も とつ く とし 、 そ れ は 四 種 の #聖

覆 #正 記 の い ず れ を 意 図 する か の 相 違 で もあ り 、 意 味 とし て は 『倶 舎 論j と相 違 は な い と解 釈 する (T4 1

146a28仔 ) 。 し か し な ぜ 衆賢 が異 な る 説 を 出 すの か に つ い て は 言 及 が な い 。

23 ) IY- l l は 二 種等起 (転 ・ 随転 ) と六 識 との 四 句 分 別 、 IY- 12 は そ れ ら の 三 性分自IJ を 行 な っ て い る が 、 AK Bh

は前者の 第 4 句 (非倶 ) を 本績 で 省 略 し て 自 註 に お い て l!lfi漏 とし (AK Bh:203 .l8-204. l 1 ) 、 ま た f走者 で は 異

熱 生無 記 は 転 で も 随転で もな い とする (AK Bh:204. 1 1 -205. l0 ) 。 こ れ ら を 玄奨訳は 一つ の 議論に ま とめ て い

る a倶舎論j 7lc24-29 ) 0 r順正理論j は そ の 中 で 、 修所断の一部は 転 随転の と ちら で もな い こ と と、 異

衆賢 「顕宗論』 の 本頒 に つ い て (青原 ) ー 15 一



熟生 は |泊転であ る こ と の こ 点 を 指摘 し (547b 13仔. ) 、 そ れ に も と づし 、 て 『顕宗論j は 改領す る の で あ る 。 お

そ ら く 玄奨 は 二領 に わ た る 関 連議論 を 一 つ に す る こ と で理解 し や す く し た の で あ ろ う が、 こ れ で は ど こ ま

でが衆賢 に よ る 改頒 な の かが不 明 瞭 に な っ て い る ( 三 友 健容 [ 1 977J I ア ピ ダ ル マ 仏教 に お け る 無表業論の

展 開臼J r 法 華 文 化研 究J 3:  pp. 185- 189参照。 三 友 は 党 本 の 相 違 と 見 な し て い る ) 。 ま た [27] は 先 立 つ

VlI- 18ab の 部分 も 2 須 に 増 広 し て 本領で補足説明 し て お り a倶舎論J 138a07- 1O) 、 こ れ も 玄奨の操作が ど

こ ま で加 わ っ て い る か不 明 で あ る 。

24) 同 様 に [22] ( IV-40) も 改須 部 分で は な い が玄英訳 に は 「等」 が付 加 さ れ 、 ま た 党文 c 句 の 「 無 色 界繋 も

同 様 (tathãriipyãptam) J を 省 略 し て い る 点 で他の 諸本 と 異 な る 。 fJ順正理論』 に は こ の 「等」 を 前提 と し た

議論があ り (566c lO-14) 、 そ の 議論 に も と づい て 玄奨 が 『倶舎論j を 改変 し た と も 考 え ら れ る 。

25) IV-27cd: nãsa!J1varo 'sty ahorãtra!J1 na 1:.\出va!J1 pragrhya防 1 1 (AKBh:  2 12.23-213. 1 ) .  r悪耐!lf，霊夜 萱非如

善受:J ( 倶74c28) → 「悪戒主IE査夜 以非如 善受J ( I�!i551 c25/ 顕868a22 ) 。 一昼夜限定の 不律儀がな い こ と に

つ い て 、 AKBh に は 経部の 不律儀非実有 に よ る 批判 が あ る (213.8- 10) が 、 rlll買正理論j は 長行で正 説 を 述

べ た 後 、 不律儀の 実 有 は す で に 成 立 し て い る 言 う に と ど め 改領 に つ い て は 触 れ な い 。 『顕宗論j は 改f買 を 含

め ほ ， 3: rlll貝正理論j と 全向 。 IV-31 abc: sarve cet sa!J1vrtã ekadesa-kãry-ãdayal) katha!J1 1 tat-pãlanãt ki la prok絹

(AKBh:215 . 13-16)  r若皆具律儀 何言一分等 謂約 能持説J ( 倶76aI2-13 ) → 「若皆具律儀 何言一分等

約能持故説J ( 順553aI8-19/ 顕869b4-5) 。 優 婆 塞 に 律儀が必要 と す る カ シ ミ ー ラ 説 に 対 し て 疑 問 を 呈 す る

AKBh が教証の 伝統解釈 を 懐疑 的 に提示す る 。 I順正理論j は 世 親 の 見解 を 経部説 と 断 じ る が改墳 に は 言 及

し な い 。 『顕宗論j も こ れ を 再録す る 。 V-37cd : n直srave�v asahãyãnã!J1 n a  k i lãsyãnukiilatã 1 1  (AKBh:307.6) 

「 見不順位故 非於漏濁立J ( 倶 107c02/ 順640b29/ 顕904b 19) 。 三 漏 の 分類 に 見漏 を 立 て な い理 由 と し て 漏 の

原 義 に そ ぐ わ な い点が挙 げ ら れ 、 AKBh は 自 註 に も ki la を 付 し て 不 信 感 を 示す 。 rlll買正理論j は kila に つ い

て は 沈黙 し こ の 説 自 体 を 有 余 師説 と す る 。 『顕宗論j は ほ ぼ f順正理論j と 全向 。 玄笑訳三 本すべて 同 じ 本

領 で 、 ki la も 訳 し 込 ま れ て い な い 。 加藤 [ 1 973J pp. 332-336参照。

26) 捜部 [ 1981 J p . 22、 安 原 [ 1 983J pp. 42-43 、 伴 戸 [ 1 984J p . 129。

27) ト23 は 『倶舎論』 の 本墳 に は 「前五境I唯現 四 境 11住所 造 自主用 遠 速 明 或 随 庭 次 第 J (5c22-23) と あ る 。 こ

れ に 対 し て rJI国正 理論』 は 長 行 に お い て 「然経主意。 就狼依虚仮説如此。 経主或言。 似通異得。 放今於此

別作頒文J (346a04-06) と 述べ 、 「前五用先起 五 用 初 二 速 三 用 初 二 明 或 随 庭 次 第 」 と い う 改頒 案 を 提

示 す る (346a07-08) 。 し か し 『 顕 宗 論j は rllllilE理論j と 同 文 の 指摘 を す る だ け で ( r顕 宗 論J 786司21 -

b04. ) 、 本 領 は 『倶舎論』 の も の を 採用 し て い る (785cお 27) 。

28) 11-42 r如是無想定 後静慮求腕 善唯)l1!i生受: 非聖得一世J WI買正理論J 401a03-04) 又 許此定通是此法

外法異生所得非聖。 以諸聖 者於1I1E想定如 見深坑不 楽 入 ðiJ:。 領 中 己説 「求脱」 言放。 自H顕此定l唯鷹異生。 復

言 「 非 聖 」 。 便矯!!!�用 (401 b04-07) o cf. r顕宗論j 806b23-c l6. 

l卜53cd r 相 麿 図 決定 心心所 同 依J W順正 理論J 425b22) ー 又 契経説。 以 服 矯 門 。 l唯矯 見 色。 此等皆説種

類 同 依。 是 故領 中 。 際立日 是 簡 諸 「心心所 同 時 間 依」 。 故彼滞 中 。 自 繍二義。 謂 若 眼識用此手1) 万II HR根矯依。 乃

至麿説。 頒 中 自主 閥 「 同 時」 之言。 如何得知此 「 同 依」 者。 非一種類是一手IHJ ll o 若謂f事 中 婿 故!II�過。 感 所 造

煩不説 「 同 依 」 。 但説 「 相 感 因 決定心心所J (425c08- 17 )  0 cf. r顕宗論J 817a19-b l l .  

V-6 I 忍 所 害 随 眠 有頂l唯 見 断 自主通 見修断 智所害唯修J ( rlll買正理論J 605a26-27) ・ 2買言 「絵通 見修断」

者。 此言不説義准可知。 ー 自主通 准 先l故。 令義額放正説書!�失。 本領 の 表現 に 苦 言 を 呈 し な が ら も 、 最 後 に は

容 認 し て い る 。 cf. r顕宗論J 893b26-28 ( 長 行 に 言 及 な し ) 。

VI-34cd r 断 欲三 四 品 三 二 生 家 家 J ( rJll買正理論J 694b 14)  頒 中 不 設預流果後。 説進断惑成 能治彼鉦漏諸

根。 義准己成。 i\皮不具説。 若前慮不説三二生言。 設断三 四 品 義 己 成 故。 謂 巳進断三 四 品 惑。 決定絵 有 三 生

二生。 故説家家相不 図 j繭。 目 I) [@\ 於須更説 「等」 撃。 方可具牧 家 家 三 相 。 或懸不説 「三 二 生」 言。 然、煩 中 言

「三二生」 者。 以 有増進於所受生。 或少或!!!�或過此故 (694b26-c04 ) o c f.  r顕宗論J 926c l 8-25. 

29 ) I I I-36a r絵巳説嘗説J ( rJi憤正理論J 509a03-09) 論 日 。 所自主有支。 或有己説。 或有首説。 如 前 巳録。 若前何

i華更輿此頒。 矯Ij�後頒 遮!資得疑。 白 後領 中 説煩悩等。 勿 有於此生虫rl 是疑。 前 己贋明 四 支義�l:。 次感贋*事其

自主有支。 第 瀬 後文依惑業事。 寄l除穂1額 十 二 有 支 。 故軌範 自lio 更輿此煩。 cf. r顕宗論J 846c l6-2 1 .  
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30) い ず れ も 議論が込み 入 っ て い る の で詳細 を 述べ る 余 裕 は な い 。 『顕宗論』 の 改 須 の 試 訳 の み 示 し て お く (太

字が改変音11分 ) 。

[ 13] ( 1 1 ト 1 1 - 12相 当 ) 穀類 な と の 相 続の よ う に 〔 死 有 の 後〕 場所 の 断絶 な く 続生す る 。 わ が宗義 で は 〔実

体の あ る 〕 影像が生 じ る こ と と そ の 中 間 に も 間 断 が な い こ と を 認 め る 。 〔影像 力ず〕 成立 し な い か ら 轍例 に な

ら な い と い う の は あ る 者 た ち の主 張 で あ る 。 そ の所 説 は 不合理 で あ る 。 〔先行す る 影像 が〕 後続の 影像 を 生

じ る か ら で あ る 。 存在 の相 と 相応 す る か ら 、 常 に 知 覚 さ れ る の で は な い か ら 、 他 の 色 を 妨 げ る か ら 、 無 分

別 の 対 象 だ か ら で あ る 。 一 つ の 場 所 に 二 つ の 〔 色〕 が同 時 に 存 在 し な い の は 、 そ の よ う に 知 覚 し た こ と を

表 わ す か ら で あ り 、 日 光 が二 つ の 影像 を 生 じ る の で は な い 。 〔主 題 と 〕 一致 し な い か ら l除 例 に な ら な い 。 一

つ の [本体〕 か ら 多 く の 〔影像〕 を 生 じ る か ら 、 〔 自 〕 相続で は な く 〔 本体 と 鏡面 の 〕 ご つ か ら 生 じ る 〔 か ら

であ る 〕 。 聖者 (仏陀) の説、 ガ ン ダ ル ヴ ァ の 〔経〕 、 ま た 五 〔不還〕 ・ 七 〔 善士趣〕 の経があ る か ら で あ る 。

[ 1 7] ( l V-2b - 3c 相 当 ) 身 表 は 別 な 形色 と 認め ら れ 、 問U iき で は な し 、 。 有 矯 法 は 有利 那 で あ り 滅す る か ら で

あ る 。 ，f!Jf， 因 の 〔 滅〕 が な く な っ て し ま う か ら で あ る 。 生 因 が減せ し め る こ と に な る か ら で あ る 。 〔生 と 滅

を 〕 決定 す る 原 因 は な い か ら で あ る 。 地 〔 ・ 水 ・ 日 光〕 等 に 〔生因 ・ 滅因 の 〕 相 違 は な い か ら で あ る 。 〔顕

色 ・ 形色 は 〕 知 覚 の様相 に 区別 が あ る か ら で あ る 。 〔形色 は 〕 他 ( = 顕色) を 待 た ず に 把握 さ れ る か ら で あ

る 。 相違の原 因 に 区別 が あ る か ら で あ る 。 ( � 、 ず れ か が 〕 滅 す る 場合 と 滅 し な い場合 が あ る か ら で あ る 。 〔顕

色 と は 〕 男1) に 極微 が あ る と 認 め ら れ る か ら で あ る 。 [限 ・ 身〕 二根が把握す る の で は な い か ら で あ る 。 そ の

〔身被 は 〕 意識の対象 だ か ら で あ る 。 〔 す な わ ち 〕 堅等 を 識別 し お え て 長等の認識が生 じ 、 一 面 に 触 が 多 く

生 じ れ ば長 等 が あ る こ と が推理 さ れ る 。 多 く の触の集合 に 対 し て 長等 の 〔認識〕 が あ る か ら で あ る 。 〔顕色

と 形色 が〕 同 じ な ら ば過失 も 同 じ く す る か ら 〔顕色 と は 別 に 形色 は あ る 〕 。

[ 1 7] に つ い て 指摘せね ば な ら な い の は 、 真諦訳 f倶舎釈論j の 本領が こ の 『顕宗論j の 改変本領 と 奇妙 な

一 致 を 見せて い る こ と で あ る 。 ff具舎釈論』 の 本領 は 自 �:I: の 文 に 組 み 込 ま れ て い る が 、 AKBh と 同 様 の 自 註

の 中 に 改 変 し た 本領が混在 し て い る の で 、 意味が よ く 通 じ な く な っ て い る 。 本頒 音11分 を 回 収す る と 次 の よ

う に な る 。 「 説 身 有数相 手1:動手1) 那 故 最 後 滅蚤故 !!問、 従 因 生 生 因 成 能 減 於決無設故 於地等寧 有

|古l 一方衆生 執 色 仮設此 相 貌 由 比量 約 色 相 決判 二 棟取!!I� 入 決是意塵故 由 分 別 堅等 長等智生放

於 大衆 集 有 復決定相 貌 不 問 中目違iïllJ (r倶舎釈論J 225b l 1 -226a21 ) 。 真諦訳 に は 他 に も 独 自 の 本 演 や 長

行が含 ま れ る 箇所が屡 々 見 ら れ る 。 玄�訳の問 題 も 含め て 、 本領 の あ り 方 を 全体 的 に 見直す必要があ ろ う 。

な お [ 13] の 議論の詳細l に つ い て は 別 稿 を 準備 中 。

(追記 ) 本稿脱稿 後 に 、 2020年 度 印 仏大 会 に お い て 問 中 総成氏 に よ り 「新出 倶舎論偏写 本 に 見 る カ シ ュ ミ ー ル 有

部 的 改 変 」 と 題す る 発表があ っ た 。 ポ タ ラ 富蔵の新出 の 1具 舎論{易 党 文写 本 に 従 来 匁l ら れ た も の と は 異 な る

本墳が含 ま れ 、 そ れ が ま さ に 『顕宗論』 が改変 し た 本領 と 一 致す る も の を 含 む こ と 、 ま た 真諦訳本須 の 改

変 箇 所 に も 対応 す る こ と が判 明 し た と い う 主 旨 で あ る 。 我 々 の持つ 倶 舎論本演の 概 念 を 覆 す 発 見 と い え る 。

本稿 も 訂正 を 余儀 な く さ れ る こ と に も な る だ ろ う が、 今 は 氏 の さ ら な る 詳細 な 報告 を 待 ち た い 。
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